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1．目標の達成状況 

 
令和３年度に実施した事業（平成26年度～令和３年度計画）に係る目標および、令和３

年度終了時における目標の達成状況の主なものは以下のとおりである。 

 

■岡山県全体（目標） 

① 岡山県の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

 

ア 医療機関の役割分担と連携 

・医療機能の分化・連携を進めるため、地域の協議を踏まえ、県内で不足している回

復期病床への転換を図る。 

 回復期病床数 3,571床(H30) → 6,480床(R7) 

・慢性期の病床から在宅医療への移行を推進することにより、慢性期病床を許可病

床数と必要病床数との差の 10%（約 160床）削減 (R7) 

イ 在宅医療・介護の確保 

・在宅看取りを実施している医療機関数 77施設(H29)→80施設(R3) 

・退院患者平均在院日数(病院) 30.8日(H29)→29.3日(R3) 

・在宅歯科医療に取り組む医療機関数の増加 432箇所(R2)→433箇所(R3) 

ウ 介護施設等の整備 

・小規模多機能型居宅介護事業所      令和３年度整備数 3 ｶ所 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所    令和３年度整備数 1 ｶ所 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 令和３年度整備数 3 ｶ所 

エ 医療従事者の確保と資質の向上 

・医師少数区域（高梁・新見・真庭保健医療圏）における病院の医師数 

高梁・新見 86人、真庭 78人(H28) → 高梁・新見 93人、真庭 78人(R5) 

  ・看護師特定行為研修修了者数 50人(R2) → 60人(R3) 

・県内どこでも救急医療が適切に提供される体制を構築するため、大学へ設置した

寄附講座「救急総合診療医学講座」により、救急総合診療の地域への普及、救急総

合診療医を育成する。 

 応需率の向上 平成 26年度 76％ → 令和 3年度 80％ 

・地域枠卒業医師だけでなく、より多くの医師、医学生が地域で働く意欲を持てるよ

う、大学へ設置した寄附講座「地域医療人材育成講座」による講義や地域医療実習

などを通じて、地域医療を担う医師を育成する。  

 オ 介護従事者の確保 

  ・「おかやま☆フクシ・カイゴ 職場すまいる宣言」登録数 

令和元年度実績 124事業所 → 令和５年度 234事業所 
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  ・福祉人材センターを通じての就職数 

   令和２年度実績 60人 → 令和３年度 145人 

  ・潜在的有資格者等再就業促進事業を通じての就職数 

   令和２年度実績 10人 → 令和３年度 30人  

カ 勤務医の労働時間短縮に向けた体制の整備 

・客観的な労働時間管理方法を導入している病院数の増加 

48件（R1) → 80件(R5) 

 

□岡山県全体（達成状況） 

１）目標の達成状況 

 ア 医療機関の役割分担と連携 

  ・ 回復期病床等必要な病床への転換では、令和３年度においては、2病院が病

院の建替を行い、病床転換（急性期等から回復期140床）を実施した。 

・ 慢性期病床から在宅医療への移行に関する数値について現時点では未公表の

ため、公表され次第評価する。 

  イ 在宅医療・介護の確保   

・ 在宅看取りを実施している医療機関数は現時点では未公表のため、公表され

次第評価する。 

・ 退院患者平均在院日数(病院)は現時点では未公表のため、公表され次第評価

する。 

・ 在宅歯科医療に取り組む医療機関数が433箇所 (R3)であり、目標を達成に向

けて一定程度進んだ。 

  ウ 介護施設等の整備 

・ 介護施設等の整備については、地域密着型特別養護老人ホーム 1 ｶ所、認知症

高齢者グループホーム 2 ｶ所、小規模多機能型居宅介護事業所 1 ｶ所、看護小規

模多機能型居宅介護事業所 1 ｶ所、定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 

1 ｶ所を整備した。 

  エ 医療従事者の確保と資質の向上 

   ・ 医師少数区域（高梁・新見・真庭保健医療圏）における病院の医師数に関し

て、高梁・新見では80名、真庭では85名となっており、目標達成に向けて、大

学とも連携しながら、地域医療支援センターを核として現状や今後の方向性を

整理した。 

   ・ 看護師特定行為研修修了者が81人(R3.12末)となり、目標達成に向けて一定

程度進んだ。 

   ・ 大学へ設置した寄附講座「救急総合診療医学講座」により、中山間地域で勤

務する医療者を対象とする研修会（Web）を開催し、救急総合診療に対する理解

を深めることができた。 
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・ 大学へ設置した寄附講座「地域医療人材育成講座」による講義や地域医療実 

習などを通じて、県内の地域医療を担う総合的な診療能力を有する医師の育成 

や、医師確保と地域医療の充実に関する教育研究を行うことができた。 

  オ 介護従事者の確保 

   ・ 福祉人材センターを通じての就職数については82人にとどまった。 

   ・ 潜在的有資格者等再就業促進事業を通じての就職者数については、6人にと

どまった。 

 

 ２）見解 

・ 地域医療構想の達成に向けては、病床転換に係る具体的な整備計画が定まった

２医療機関について、地域医療構想調整会議で承認が得られ、その２病院が病院

の建替を行い、病床削減及び病床転換を実施したことから、一定程度の成果が得

られた。 

・ 在宅医療・介護の確保は一定程度の成果が得られた。 

・ 医療従事者の確保は一定程度の成果が得られた。 

・ 介護施設等の整備については、引き続き地域包括ケアシステムの構築に向けて、

第８期岡山県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画等に基づき、地域密着型サ

ービス施設の整備等を行う必要がある。 

・ 福祉・介護人材の就職数については、引き続き増加に向け、関係機関等と連携

し効果的な取組を推進する必要がある。 

 

 ３）改善の方向性 

・ 地域医療構想の実現に向け、地域医療構想調整会議において、地域包括ケアシ

ステムの構築等、地域における様々な課題を解決するため、引き続き地域での実

情を踏まえた議論を効果的に行う必要がある。 

・ より関係機関が協働し、地域特性に即した地域包括ケアシステムの構築に向け

て継続していく取り組む必要がある。 

・ 引き続き県北医療圏の医師や県内の地域医療を担う医学部生の確保、看護師の

離職防止に取り組む必要がある。 

 

 ４）目標の継続状況 

  ☑ 令和４年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

  □ 令和４年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 
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■県南東部医療介護総合確保区域（目標） 

① 県南東部区域の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

・医療機能の分化・連携を進めるため、地域の協議を踏まえ、必要な病床への転換を

図る。 

県内で過剰となっている病床から不足している病床への病床転換数：約 100床(R7) 

・在宅医療と介護の連携については、患者のニーズに合った包括的かつ継続的な医

療・介護サービスの提供が課題であり、基幹病院とかかりつけ医が機能分担する

病病連携や病診連携の充実、地域において在宅療養を支援する医療・介護連携体

制の強化を図る。 

・要介護状態等になっても、住み慣れた地域で日常生活を継続できるよう、在宅サ 

ービス等の充実・強化を図る。 

② 計画期間 

 平成２６年４月１日～令和８年３月３１日 

 

□県南東部医療介護総合確保区域（達成状況） 

１）目標の達成状況 

  ・医療機能の分化・連携や回復期病床等必要な病床への転換を推進するため、地域

医療構想調整会議を開催し、今後の方向性について議論した。 

・地域包括ケアシステムの構築に向け、在宅サービス等を提供できる体制整備が一

定程度進んだ。 

 ２）見解 

  ・おおむね順調に進んでおり、翌年度以降も、引き続き、計画に基づき取り組むこ

ととする。 

 

■県南西部医療介護総合確保区域（目標） 

① 県南西部区域の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

 ・県南東部区域と同様 

② 計画期間 

 ・県南東部区域と同様 

□県南西部医療介護総合確保区域（達成状況） 

１）目標の達成状況 ２）見解 

 ・県南東部区域と同様 
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■高梁・新見医療介護総合確保区域（目標） 

① 高梁・新見区域の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

・区域外の専門的医療機能を有する医療機関との連携を推進する。 

・在宅医療と介護の連携については、患者のニーズに合った包括的かつ継続的な医

療・介護サービスの提供が課題であり、基幹病院とかかりつけ医が機能分担する

病病連携や病診連携の充実、地域において在宅療養を支援する医療・介護連携体

制の強化を図る。 

・医師、看護師等の確保・養成に努め、地域における医療提供体制の充実を図る。 

・要介護状態等になっても、住み慣れた地域で日常生活を継続できるよう、在宅サー

ビス等の充実・強化を図る。 

② 計画期間 

 平成２６年４月１日～令和８年３月３１日 

 

□高梁・新見医療介護総合確保区域（達成状況） 

１）目標の達成状況 

  ・地域枠卒業医師の配置や医療機関への補助、看護師への研修等を通じて、医療従

事者の確保が一定程度進んだ。 

  ・地域包括ケアシステムの構築に向け、在宅サービス等を提供できる体制整備が一

定程度進んだ。 

 ２）見解 

  ・おおむね順調に進んでおり、翌年度以降も、引き続き、計画に基づき取り組むこ

ととする。 

 

■真庭医療介護総合確保区域（目標） 

① 真庭区域の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

・高梁・新見区域と同様 

 ② 計画期間 

  ・高梁・新見区域と同様 

 

□真庭医療介護総合確保区域（達成状況） 

１）目標の達成状況 ２）見解 

 ・高梁・新見区域と同様 

 

  



   

6 

 

■津山・英田医療介護総合確保区域（目標） 

① 津山・英田区域の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

・高梁・新見区域と同様 

 ② 計画期間 

  ・高梁・新見区域と同様 

□津山・英田医療介護総合確保区域（達成状況） 

１）目標の達成状況 ２）見解  

 ・高梁・新見区域と同様 

 

 



事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

地域医療構想における必要病床数に対し、病床機能報告にて過剰となっている機能

病床について、地域医療構想調整会議における協議を踏まえ、不足する機能病床へ転

換するための施設整備に対して補助を行う。

また、地域医療構想の達成に向けた医療機関の統合・事業縮小の際に要する費用に

対しても補助を行う。

＜当初目標＞

高度急性期を担う病床から地域包括ケア病床や回復期リハビリテーション病床を担

う病床等への転換を促す。

＜令和3年度実施状況＞

　対象医療機関数：２医療機関

（地域医療構想において過剰となっている３機能から不足する回復期機能への

　転換病床数：１４０床）

　令和３年度における回復期病床数：４，０３０床

（地域医療構想進捗率　62.2％）

（1）電子カルテ・オーダリングシステムを持たない医療機関（診療所等）が情

　　報開示を行うために必要な設備整備にかかる経費の一部を補助する。

（2）晴れやかネットの利用促進に向けて、医療機関等のニーズに即した運用の

　　改善を図るとともに必要な情報開示システムの改修や機能の追加を行う。

（3）晴れやかネットに参加している診療所等に対して、利用している機器の調

　　査、双方向の医療情報連携を可能とし、医療機関等の情報の共有をさらに

　　促進する。

＜当初目標＞

これまで、自らが保有する電子カルテや画像等の診療情報を公開する病院に対して

設備整備を行っているが、診療所や保険薬局からも情報開示が行える環境を新たに整

備し、双方向の医療情報連携を可能とし、医療機関等の情報の共有を更に促進する。

＜令和3年度実施状況＞

これまでに引き続き、医療情報を双方向に共有するためのシステムの構築を継続し

て実施した。

　令和3年度システム設置件数：4件

【NO.2】病床機能分化・連携促進のための基盤整備事業

平成27年4月1日～令和5年3月31日/継続 140,625千円

県、医療機関 県全体

　事業の区分：１ー１．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業

【NO.1】地域医療ネットワーク基盤整備事業

平成27年3月1日～令和5年3月31日/継続 2,000千円

県 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業効果

(アウトカム指標)

医療・介護サービスの質の向上と事業者の業務の効率化を目指して、医療ネット

ワーク岡山(愛称：晴れやかネット)及び、拡張機能(医療・介護関係職種の情報共有シ

ステム)の強化を行う。

（１）サービス提供記録を報酬請求に必要な帳票の出力に反映させる機能の付

　　　加等のシステム改修を行う。

（２）ＩＣＴを用いた多職種連携を県内全域に普及させることを目指して、ケ

　　　アキャビネットの利用促進と、利用者のモニタリングによるシステムの

　　　機能強化と運用方法の改善を進めるために、システム利用者の負担によ

　　　る運営が可能な状態に至るまで、試用期間を設ける。

（３）医療と介護の連携を向上させるため、「晴れやかネット」基本機能のシ

　　　ステム改修を行う。また、情報を開示する施設に対して、必要な機器の

　　　新設及び更新に係る費用の補助を実施する。

＜当初目標値＞　システム整備件数：年1件

＜達　成　値＞　システム整備件数：年1件

＜当初目標値＞　拡張機能参加施設数：344施設(H30) → 400施設(R5)

＜達　成　値＞　拡張機能参加施設数：280施設(R3末)  224減(R2→R3)

　※昨年度比減の理由：R3年度より会費制を導入した影響による。

【NO.3】晴れやかネット拡張機能（ケアキャビネット）整備拡充事業

平成30年4月1日～令和5年3月31日/継続 10,969千円

県、医療機関等 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業効果

(アウトカム指標)

（１）岡山県医師会地域医療構想・地域包括ケア研究会開催

　　・有識者(アドバイザー)による講演会

　　・データに基づいた政策議論の展開等

（２）地域包括ケアコーディネーターの配置

　　・医療介護の連携強化、郡市医師会･市町村への支援(訪問診療普及、病診

　　　連携調整等)

（３）「岡山県郡市等地区地域包括ケア推進協議会」等多職種他機関・連携研

　　　修会の開催

＜当初目標値＞

　岡山県医師会地域医療構想･包括ケアシステム研究会参加人数：120名

　各種研修会参加人数：220名

＜達　成　値＞

　岡山県医師会地域医療構想・包括ケアシステム研究会参加人数：62名

　各種研修会参加人数：2,687名

【NO.4】医療介護連携体制整備事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 22,000千円

県医師会 県全体

＜当初目標値＞

　高度急性期･急性期病床から回復期病床への移行

・必要病床数と許可病床数の差20%(約720床)程度の解消

　　回復期病床：2,904床(H29)→ 3,624床(R7)

・慢性期の病床から在宅医療への移行を10%(慢性期病床の約160床)削減

　　慢性期病床：5,944床(H29)→ 5,784床(R7)

＜達　成　値＞

上記指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の代替

指標を掲載する。

 【代替指標】R2.7.1（最新値）

　・高度急性期　　余剰1,607床（▲417)  20.6％改善

　・急性期　　　　余剰1,903床（▲567)　23.0％改善

　・回復期　　　　不足2,665床（＋903）25.3％改善

　・慢性期　　　　余剰 659床（▲1,236）65.2％改善
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

県 県全体

（１）入退院支援推進のための取組

　・医療･介護･行政を含む多職種によるワーキンググループ等により、入退院

　　支援に関する現状の情報収集、課題及び解決策(仕組みづくり)の検討 等

（２）医療介護連携推進における関係機関からの相談支援

　・各地域の実情に応じて、介護支援専門員等が助言・調整などにより、入退

　　院支援に関する連携を促進

（３）医療側と介護側の専門職の相互理解・連携を図るための取組

　・多職種連携研修会（ワールドカフェ等）の実施 等

＜当初目標値＞　研修会参加人数：300名

＜達　成　値＞　研修会参加人数：304名

＜当初目標値＞

慢性期病床の許可病床数(H29.4現在)と必要病床数(R7)との差の10％(約160床)を削

減する。

＜達　成　値＞

上記指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の代替

指標を掲載する。

 【代替指標】R2.7.1（最新値）

　慢性期　余剰659床（▲1,236）65.2%改善

【NO.5】医療介護多職種連携体制整備事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 3,246千円

10 



事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

【NO.6】地域医療構想調整会議活性化事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 24千円

県 県全体

（１）研修会

　・地域医療構想の進め方について、各構想区域の調整会議の参加者や議長、

　　事務局を含む関係者間の認識を共有する観点から、研修会を開催する。

（２）地域医療構想アドバイザー

　・厚生労働省において、各構想区域の実情に応じたデータの整理や論点の提

　　示といった地域医療構想調整会議の事務局が担うべき機能を補完する観点

　　から、養成することとなった「地域医療構想アドバイザー」を活用し、調

　　整会議の事務局や参加者に対し、調整会議の議論の活性化に向けた助言を

　　行う。

　　また、厚生労働省が実施する研修へ派遣し、スキルアップを図る。

＜当初目標値＞

　研修会 開催回数：1回

　地域医療構想アドバイザー 調整会議：22回、研修会参加：3回

＜達　成　値＞

　研修会：開催なし

　地域医療構想アドバイザー　調整会議：2回、研修会参加：2回（WEB）

＜当初目標値＞

　具体的対応方針の合意の状況(公立公的及び民間含む)

　：15.9％（45／283）(R2) → 24.7％（70／283）(R3)　※

　　　　　　　　　　　　　　　※合意機関数／病院・有床診療所数

＜達　成　値＞

　具体的対応方針の合意の状況(公立公的及び民間含む)

　：16.6％（47／283）(R3)
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業効果

(アウトカム指標)

（１）高度急性期病院と術前・術後を担う連携病院間の予後情報管理モデルの

　　　構築と普及

（２）エビデンスに基づく術後回復プログラム作成と、多職種を対象とした研

　　　修会の実施

＜当初目標値＞

　地域基幹病院でのモデル事業実施：1 医療機関

　研修参加者数：50 名、見学・人事交流：10 名

＜達　成　値＞

　モデル事業実施医療機関数： 1医療機関

　研修参加者数　：32名（Web）

　見学・人事交流： 0名（コロナ感染対策のため実施できず）

＜当初目標値＞【目標年度：R7】

　急性期病床の削減：余剰病床数2,470床の20％以上改善

　急性期からの転換等による回復期病床適正数の確保

　：不足病床数3,568 床の35％以上改善

＜達　成　値＞

　上記指標について、現時点でR3数値は未公表のため観察できていない。

　【最新の指標】R2.7.1時点

　　急性期　余剰1,903床（▲567）　23.0%改善

　　回復期　不足2,665床（＋903）　25.3%改善

【NO.8】地域連携・多職種協働周術期管理モデル普及事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 13,762千円

県 県全体

【NO.7】

井笠地区医療機関と高度急性期病院との連携強化及び機能分化の支援事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 0千円

井原市立井原市民病院 県南西部区域

（１）研修会の開催

　　・医療スタッフ等を対象に、高度急性期病院から講師を招聘し、講演会を

　　　開催。

　　・在宅復帰に向けた地域医療機関及び介護施設等を対象に講演会を開催。

（２）各医療機関からの高度急性期病院への研修派遣

　　・高度急性期病院の診療科等で実施研修を実施。

（３）医療機能分化連携の具体的な検討を実施する会議を開催。

＜当初目標値＞　研修会開催回数：20回、研修派遣人数：延べ100人

＜達　成　値＞　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため未実施

＜当初目標値＞　在宅復帰率の改善：91.7%(R1)→ 95%(R3)

＜達　成　値＞　観察できなかった。（新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

　　　　　　　　のため未実施）
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業効果

(アウトカム指標)

＜当初目標値＞

　システム活用による搬送件数：415件（R1.5.1～R3.3.31)→ 300件(R3)

　関係消防署のiPicss情報の確認件数：0件(R2)→ 100件(R3)

＜達　成　値＞

　システム活用による搬送件数：403件(R3)

　関係消防署のiPicss情報の確認件数：50件(R3)

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 5,467千円

岡山大学 県全体

＜当初目標値＞　周産期死亡率の減少：2.5%(R2)→2.0%(R3)

＜達　成　値＞

　上記指標について、現時点でR3数値は未公表のため観察できていない。

　【最新の指標】周産期死亡率　R2:2.4%（R1:2.8％）

【NO.9】

周術期緊急搬送補助システム"iPicss"による妊産婦連携のICT拡大化事業

～消防関連の連携・災害時情報・COVID-19搬送連携の構築～

県内の全分娩取扱施設への配備に加え、関係消防署へもタブレットの貸し出しを行

い、iPicssを用いたシステムの拡大を図る。

新規開発機能として、災害時対応システムを構築し、災害時の各施設状況を、小

児・周産期リエゾンがリアルタイムに把握できる体制を構築する。また、新型コロナ

ウイルス感染症対応システムを構築し、搬送や受入時の感染予防対策を図る。さら

に、得られた搬送データを分析することで、理想的で現実的な搬送システムを構築

し、周産期医療の機能分化、棲み分けを促進する。
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

＜当初目標値＞　連携施設数：80施設（R3）

＜達　成　値＞　連携施設数：68施設（R3）

（１）訪問看護ICT情報連携に係る検討委員会の開催

　・情報共有における現状分析・課題整理、ICTを活用した情報共有の促進に向け

　　た取組を検討する。

（２）訪問看護ステーションのICT活用に係る研修会等の実施

　・ICTを活用した情報共有の具体的な実施方法や取組事例、導入メリット等を情

　　報提供を行う。

（３）ICT情報共有ツールを活用した連携モデルの構築

　・モデル地域を選定し、ICT情報共有ツールを活用した訪問看護事業所間や他職

　　種間での連携モデルを構築。

＜当初目標値＞

　・研修会参加人数：延べ200名

　・訪問看護ICTネットワークモデル地域数：2箇所

＜達　成　値＞

　・研修会参加人数：延べ220名

　・訪問看護ICTネットワークモデル地域数：0箇所

　　（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止）

【NO.10】訪問看護ICT連携基盤整備事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 589千円

県 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

＜当初目標値＞　対象となる医療機関数　３医療機関

＜達　成　値＞　対象となる医療機関数　３医療機関

＜当初目標値＞

令和３年度基金を活用して再編を行う医療機関の病床機能毎の病床数：

　急性期病床　　　１５０床→３４床（▲１１６床）

　回復期病床　　　　　０床→９５床（　　９５床）

　慢性期病床　　　　３６床→２５床（▲　１１床）

＜達　成　値＞

本事業により３医療機関が病床機能の再編に取り組み、本県の地域医療構想におい

て過剰となっている急性期病床が１１６床、慢性期病床が１１床それぞれ削減、うち

９５床が不足する回復期病床へ機能転換されており、地域医療構想の達成に向けた直

接的な効果があった。

医療機関が、地域の関係者間の合意の上、地域医療構想に即した病床機能再編の実

施に伴い、減少する病床数に応じた給付金を支給する。

　事業の区分：１ー２．地域医療構想の達成に向けた病床数又は病床の機能の変更に関する事業

【NO.11】単独支援給付金支給事業

令和3年4月1日～令和4年3月20日/終了 62,244千円

岡山県内の医療機関

県南東部保健医療圏、

真庭保健医療圏、

津山・英田保健医療圏
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

県 県全体

（１）地区歯科医師会の在宅歯科往診普及センターの運営

（２）普及センターに歯科往診機器を配備し、必要とする歯科診療所への貸出

（３）歯科往診を周知するための媒体（チラシ等）作成、地域住民・医療介護関係

　　者への周知活動

（４）在宅医療推進に向けての他職種連携を図るための推進会議の開催

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 2,007千円

＜当初目標値＞

　在宅歯科往診普及センターでの歯科往診機器貸出件数の増加

　：1,582件(R1)→ 1,600件(R3)

　推進会議の開催：各普及センター1回

＜達　成　値＞

　在宅歯科往診普及センターでの歯科往診機器貸出件数：221件(R3)

　推進会議の開催：各普及センター1回

＜当初目標値＞

　在宅歯科医療に取り組む医療機関数：432箇所(R2)→ 450箇所(R3)

＜達　成　値＞

　在宅歯科医療に取り組む医療機関数：433箇所(R3)

県医師会 県全体

＜当初目標値＞

　認定かかりつけ医の増加：565名(R2)→ 約1,500名(R3)

＜達　成　値＞

　認定かかりつけ医の数：570名(R3)

【NO.13】在宅歯科往診普及センターの運営に係る事業

　事業の区分：２．居宅等における医療の提供に関する事業

【NO.12】かかりつけ医認定事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 1,718千円

「かかりつけ医」を普及させるため、「かかりつけ医」に期待される役割とその重

要性等をテーマにした研修会を開催し、受講を修了した医師を「かかりつけ医」に認

定する。研修の内容は、①「かかりつけ医」に期待される役割とその重要性、②保

健・福祉制度の概要とその利用方法、③関係者との連携方法を含むものとする。

＜当初目標値＞

　退院患者平均在院日数(病院)： 30.8日(H29)→ 29.3日(R3)

　訪問診療を受けた患者数：133,194件(H28)→ 184,000件(R3)

＜達　成　値＞

上記指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の代替

指標を掲載する。

 【代替指標】

　在宅療養支援病院・診療所の数　361施設（R4.3.1）・ 46施設（R4.3.1)
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

2,372千円

県 県全体

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了

【NO.14】在宅歯科医療連携室整備事業

県 県全体

【NO.15】在宅療養者に対する歯科医療推進事業

（１）県歯科医師会館内に設置する歯科往診サポートセンターでの歯科往診依頼

　　に対する派遣歯科医師の紹介

（２）在宅療養者の口腔ケアに関する電話相談対応

（３）歯科往診機器の貸出

（４）効率的な事業運営を図るための評価会議の開催

（５）歯科往診を周知するための媒体（チラシ等）の作成、地域住民・医療介護関

　　係者への周知活動

＜当初目標値＞

　相談件数の増加：60件(R2) → 150件(R3)

　歯科往診機器貸出件数の増加：33件(R2) → 70件(R3)

　評価会議の開催：1 回

＜達　成　値＞

　相談件数：34回、歯科往診機器貸出件数：36件

　評価会議の開催：1 回

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 2,000千円

＜当初目標値＞

　在宅歯科医療に取り組む医療機関数：432箇所(R2)→ 450箇所(R3)

＜達　成　値＞

　在宅歯科医療に取り組む医療機関数：433箇所(R3)

（１）有識者を交えた推進会議を開催

（２）歯科治療における問題点や課題解決のための研修会・講演会の開催

（３）障害がある児・者への歯科保健医療サービスに関する情報提供

（４）調査研究

＜当初目標値＞　研修会開催回数：2回、講演会開催回数：1回

　　　　　　　　研修会参加者数：70名

＜達　成　値＞　研修会開催回数：2回、講演会開催回数：1回

　　　　　　　　研修会参加者数：98名

＜当初目標値＞

　在宅歯科医療に取り組む医療機関数：432箇所(R2)→ 450箇所(R3)

＜達　成　値＞

　在宅歯科医療に取り組む医療機関数：433箇所(R3)
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

精神科病院 県全体

精神科病院入院患者の退院意欲の喚起を図り、地域援助者事業者等との連携を強化

することで、在宅生活をさせ得る基盤整備を図る。

（１）地域援助事業者参加促進事業

　　・精神科病院で開催する退院促進を目的とした連携ケア会議への地域援助事

　　業者の参加に対する経費を援助する。

（２）退院環境整備事業

　　・地域関係者や退院者、ピアサポーター等との交流の場を設ける等、入院者

　　の在宅生活への関心を高め、退院意欲の喚起につながる取組に要する経費を

　　援助する。

【NO.17】　在宅医療提供体制推進事業

県 県全体

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 0千円

　在宅医療推進協議会の開催（概ね2回）

　・在宅医療の確保及び連携体制の構築に関する事項

　・在宅医療の推進に必要な事項

＜当初目標値＞　在宅医療推進協議会の開催回数：2回

＜達　成　値＞　在宅医療推進協議会の開催回数：1回

＜当初目標値＞

　事業実施医療機関数：1機関(R2)→6機関(R3)

＜達　成　値＞

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため未実施

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 163千円

＜当初目標値＞

　退院意欲が見られた患者数：10人(R2)→ 50人(R3)

＜達　成　値＞

　確認できなかった。（新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため未実施）

＜当初目標値＞

　在宅看取りを実施している医療機関数：77施設(H29)→ 80施設(R3)

＜達　成　値＞

上記指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の代替

指標を掲載する。

 【代替指標】

　在宅看取りを実施している医療機関数：77施設(H29.10.1)→ 109施設(R2.10.1)

　※医療施設静態調査は3年ごとに実施されておりR2.10.1数値（R4.4公表）が最新値

【NO.16】早期退院・地域定着のための連携強化事業
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 8,728千円

県 県全体

＜当初目標値＞

　医療型短期入所施設利用者数(小児)：1,230人(R2)→ 2,100 人(R3)

　短期入所サービス実施施設数(小児)の増加：42施設(R2.6.1)→ 43施設(R3)

＜達　成　値＞

　医療型短期入所施設利用者数(小児)：1,007 人(R3)

　短期入所サービス実施施設数(小児)：48施設（R4.5.10時点)

（１）医療的ケア児を始めとする小児等の在宅医療が抱える課題の抽出と対応方

　　針の検討

（２）地域の医療・福祉、教育資源の把握と活用

（３）地域の小児科等への在宅医療資源の拡充と専門機関との連携

（４）地域の福祉・教育・行政関係者との連携促進(関係機関・職種の連携強化の

　　研修・検討会議等)

（５）患者・家族の個別支援

（６）患者・家族や学校関係者等への理解促進・負担軽減(個別支援及び支援者に

　　対する助言指導)

＜当初目標値＞　研修会・連携会議参加人数：100名

＜達　成　値＞　連携会議参加人数：30名

 ※研修会は、新型コロナウイルス感染症の影響で開催を中止した。

【NO.18】小児等在宅医療連携拠点事業
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

県 県全体

　地域医療を担う医師等の医療従事者を対象に以下の事業を行う。

（１）法医学の視点から見た在宅死等に関する研修会

（２）在宅死等への対処能力習得及び向上のための資材作成・頒布

（３）対処能力の向上のための実習・解剖演習

（４）その他、本事業目的を達成するために必要な事業

＜当初目標値＞　研修会参加人数：50名

＜達　成　値＞　研修会は新型コロナウイルス感染症の影響により中止した。

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 1,094千円

＜当初目標値＞

　在宅看取りを実施している医療機関数：77施設(H29)→ 80施設(R3)

＜達　成　値＞

上記指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の代替

指標を掲載する。

 【代替指標】

　在宅看取りを実施している医療機関数：109施設(R2.10.1)

※医療施設静態調査は、3年ごとに実施されておりR2.10.1数値（R4.4末公表）が最

新値

【NO.19】死因究明等推進に資する在宅死等への対処能力習得事業
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

＜当初目標値＞

　入退院支援加算を算定している医療機関数：116施設(R3.4)→ 117施設(R3年度末)

＜達　成　値＞

　入退院支援加算を算定している医療機関数：116施設(R4.3)

県 県全体

＜当初目標値＞

（１）医療連携推進会議：延べ 6回

（２）参加医療機関数：脳卒中 70機関、急性心筋梗塞 280機関

（３）研修参加者数：延べ 100人

（４）啓発講座開催数：5回

＜達　成　値＞

（１）医療連携推進会議：延べ 4回

（２）参加医療機関数：脳卒中 100機関、急性心筋梗塞 234機関

（３）研修参加者数：延べ200人

（４）啓発講座開催数：24回

【NO.20】地域医療連携体制推進事業

　保健所・支所単位で次のとおり事業を行う。

（１）地域医療連携推進会議の開催

（２）地域連携パスの作成・普及

（３）医療介護連携に関する研修会

（４）県民への在宅医療（かかりつけ医）普及啓発事業

（５）その他

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 1,744千円
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

及び目標

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

県 県全体

糖尿病も含めた高齢者医療にも対応し得る、県内全域を俯瞰した広域的な医療連携

体制構築に向けて、次の事業を実施する。

（１）総合管理医（糖尿病診療を担うかかりつけ医）の認定と、総合管理医を中

　　心とした糖尿病医療連携体制の構築。

（２）「岡山県糖尿病性腎症重症化予防プログラム」に沿った保険者と医療機関

　　の連携による重症化予防対策の推進。

（３）歯周病予防により糖尿病治療が効果的に実施されるよう、医科歯科連携の

　　推進と地域自立性を確保した地域密着型医療の確立。

（４）おかやま糖尿病サポーター（糖尿病をサポートするメディカルスタッフ）

　　の認定と育成。

（５）おかやまDM ネットを基盤として、訪問看護ステーションとの連携、医科

　　歯科連携、医療介護連携の推進により、在宅医療も含めた高齢者医療にも対

　　応し得る地域医療ネットワークの構築。

（６）ICT 地域医療の平準化のための医療情報発信。

（７）保健所・市町村等の地域保健との連携推進のための会議及び研修会の実

　　施。

<当初目標値>

　糖尿病総合管理医療機関の認定数：330件(H28)→340件(R3)

　おかやま糖尿病サポーター認定者数：1,375名(H28)→1,800名(R3)

＜達　成　値＞

　糖尿病総合管理医療機関の認定数：320件(R3)

　おかやま糖尿病サポーター認定者数：2,360名(R3)

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 22,500千円

＜当初目標値＞

　総合管理医から専門治療医療機関への患者紹介数の増加

　：3,238 件(H28)→ 3,400件(R3)

＜達　成　値＞

　上記指標について、現時点でR3数値は未公表であるため観察できていない。

【NO.21】糖尿病等の生活習慣病に係る医療連携体制の推進に関する事業
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

（１）地域包括ケアの現場で対応できる者を養成するため、口腔栄養関連サービス

　　とACPを統合した新規口腔栄養関連サービスに関する研修会・ワークショップ

　　の実施

（２）口腔栄養関連サービスの啓発をさらに現場に浸透させるためのファシリ

　　テーター養成

＜当初目標値＞　研修会の開催：2回、研修会(ワークショップ)参加者数：80名

＜達　成　値＞　研修会の開催：2回、研修会（オンライン）参加者数：752名

＜当初目標値＞　在宅死亡者の割合：11.4%(H28)→ 13.5%(R5)

＜達　成　値＞

　上記指標について、現時点でR3数値は未公表のため観察できていない。

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 2,335千円

県 県全体

【NO.22】在宅歯科医療等に従事する歯科医療従事者研修事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 2,048千円

県 県全体

【NO.23】

死生学やアドバンスケアプランニングを取り入れた要介護高齢者の尊厳を最期まで守

る多種職連携口腔栄養関連サービスの推進

地域歯科医療を担う歯科医療従事者を対象に、オーラルフレイルなどの口腔機能低

下を管理でき、在宅療養者や医科歯科連携が必要な者へ対応するための知識を持った

歯科医療従事者を養成するための研修事業を実施する。

＜当初目標値＞　研修会の開催：2回

＜達　成　値＞　研修会の開催：2回

＜当初目標値＞

　在宅歯科医療に取り組む医療機関数：432箇所(R2)→ 450箇所(R3)

＜達　成　値＞

　在宅歯科医療に取り組む医療機関数：433箇所(R3)
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

＜当初目標値＞

　小児の訪問看護の受け入れ可能事業所の割合：47.3%(R2)→ 80%(R3)

＜達　成　値＞

　小児の訪問看護の受け入れ可能事業所数：82事業所（R3）

　小児の訪問看護の受け入れ可能事業所の割合：44.8％（R3）

訪問看護事業所数の増加（167施設(R2)から183施設(R3)）はあるが、小児受け入

れ可能事業所数は横ばいである。

【NO.25】訪問看護総合支援センター事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 1,427千円

県看護協会 県全体

（１）訪問看護人材育成強化チームを主体とした新卒・新人訪問看護師等の育成

　　サポート、交流会による啓発

（２）医師会、病院協会、看護協会等による事業所運営基盤支援について検討す

　　する事業連携検討委員会の開催

（３）モデル地域(総社)での地域部会の開催

＜当初目標値＞　プログラムに沿った育成を行う新卒訪問看護師数：3人

　　　　　　　　事業連携検討委員会の開催：2回

＜達　成　値＞　プログラムに沿った育成を行う新卒訪問看護師数：3人

　　　　　　　　事業連携検討委員会の開催：2回

＜当初目標値＞

　訪問看護に従事する看護職員の増加(訪問看護ステーションで就業する看護職員)

　： 877人(H30) → 1,008人(R7)

＜達　成　値＞

上記指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の代替

指標を掲載する。

 【代替指標】R2.12月末（最新値）

　訪問看護に従事する看護職員の増加(訪問看護ステーションで就業する看護職員)

　：1,008人

小児に対応できる訪問看護事業所の増加や連携強化等を図るため、小児訪問看護に

関する基礎的知識や看護技術を学ぶ研修会・相談会を開催する。また、医療・保健・

福祉・介護・教育等関係者との多職種連携を図る。

＜当初目標値＞　小児訪問看護研修会の参加者数：50名/年

＜達　成　値＞　小児訪問看護研修会の参加者数：全5回受講者24名(延べ155名)

【NO.24】小児訪問看護拡充事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 1,015千円

県 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

【NO.26】薬剤の適正な服用に向けた支援体制整備事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 1,007千円

県 県全体

（１）多剤併用対策の実態調査

　　・県内保険薬局における重複投薬・相互作用等防止加算、服用薬剤調整支援

　　料の算定件数等の調査の実施

（２）多剤併用に対応できる薬剤師を育成するための研修

　　・高齢者の医薬品適正使用に関するガイドラインや、調剤報酬の算定要件等

　　の実務を学ぶための研修会の開催

（３）医薬連携に向けた検討会議

　　・医療機関や院内薬局との連携に向けた課題の抽出や意見交換を行うための

　　検討会議の開催

＜当初目標値＞　研修会参加人数：200人

＜達　成　値＞　研修会参加人数　242人（Web）

＜当初目標値＞

　複数医療機関から同一成分の薬剤を投与された患者数

　：23,642人(H30)→ 22,460人(R3) （5％減）

　65歳以上で11種類以上の投薬を受ける患者数

　：56,019人(H30)→ 53,218人(R3) （5％減）

＜達　成　値＞

　複数医療機関から同一成分の薬剤を投与された患者数

　65歳以上で11種類以上の投薬を受ける患者数

：上記2指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の

代替指標を掲載する。

 【代替指標】R2（最新値）

　・複数医療機関から同一成分の薬剤を投与された患者数

　　23,642人(H30)→ 15,870人(R2)（32.9％減）

　・65歳以上で11種類以上の投薬を受ける患者数

　　56,019人(H30)→ 51,210人(R2)（8.6％減）
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

＜当初目標値＞

　複数医療機関から同一成分の薬剤を投与された患者数

　：23,642人(H30)→ 22,460人(R3) （5％減）

　65歳以上で11種類以上の投薬を受ける患者数

　：56,019人(H30)→ 53,218人(R3) （5％減）

＜達　成　値＞

：上記2指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の

代替指標を掲載する。

 【代替指標】R2（最新値）

　・複数医療機関から同一成分の薬剤を投与された患者数

　　23,642人(H30)→ 15,870人(R2)（32.9％減）

　・65歳以上で11種類以上の投薬を受ける患者数

　　56,019人(H30)→ 51,210人(R2)（8.6％減）

【NO.27】多剤・重複投与対策に向けた住民啓発事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 491千円

県 県全体

地域のかかりつけ医やかかりつけ薬剤師等による、住民や高齢者の身近な存在であ

るケアマネ等を対象とした講座を開催する。

（１）正しい服薬方法について

（２）多剤・重複投与のリスクについて

（３）かかりつけ医、かかりつけ薬局について

（４）お薬手帳について　等

＜当初目標値＞　講座への参加人数：250人

＜達　成　値＞　講座への参加人数：54人（高梁会場）

和気会場はオミクロン株の急拡大のため、直前に中止となった。高梁会場も完全

Web開催に変更し、中止となった和気会場の参加予定者にも呼びかけたため、全体で

54名の参加となった。
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

中山間・島しょ部の公共施設をオンライン診療の診察室として使用し、看護師等の

立ち会いの下、診療支援病院からオンライン診療（D to P with N）を行う。

当面は現地でオンライン診療と同等の環境を構築し、モデルケースとして運用する

ことで、問題点や課題の洗い出しを行う。

＜当初目標値＞　オンライン診療（D to P with N）の実施件数

　　　　　　　　（年間実施件数（初年度））：0件→ 60件

＜達　成　値＞　オンライン診療（D to P with N）の実施件数：3件

＜当初目標値＞

　新たな診療方法の確立に向けた問題点や課題の整理及び解消

　：課題の解消件数（初年度）0件→ 10件

＜達　成　値＞

　新たな診療方法の確立に向けた問題点や課題の整理及び解消

　：課題の解消　0件（課題の整理　2件）

【NO.28】

オンライン診療による中山間・島しょ部などの医療過疎地域における医療確保事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 970千円

県 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

＜当初目標値＞

　研修会参加人数：500名

　ワークショップ等による指導･助言：県北へ年10回

＜達　成　値＞

　研修会参加人数：136名

　ワークショップ等による指導・助言：Webセミナー年5回

　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オンラインでのみ開催。

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 26,763千円

川崎医科大学 県全体

（１）川崎医科大学に寄附講座「救急総合診療医学講座」を開設する。

（２）寄附講座の指導医が、年10回中山間地域等に赴いて、当該地域で救急医療

　　を担う医師等を対象に、ワークショップ･セミナー等による指導・助言、研修

　　会の開催等を行う。

　※救急総合診療医：ER型救急、病院前診療(ドクターヘリ等)、総合診療が

　　できる能力を有する医師

＜当初目標値＞

　応需率(美作地域MC消防本部管内)の向上：76％(H26)→ 80%(R3)

＜達　成　値＞

　現時点でR3数値は未公表のため、下記の代替指標を掲載する。

 【代替指標】R2（最新値）

　応需率：76%(H26)→ 80%(R2)

県医師会 県全体

県内の医師の多くが所属する県医師会に医院継承バンクを設置し、県内の医師に対

して制度の周知を図るため、医院継承セミナーを開催するとともに、後継者を探して

いる医療機関と開業を希望する医師を登録してマッチングを行う。

＜当初目標値＞

　医院継承セミナー参加人数：30人以上、相談件数：延べ3件以上

＜達　成　値＞

　医院継承セミナー参加人数：なし

　※新型コロナウイルス感染症拡大のため開催できず

　相談件数：3件

【NO.30】救急総合診療医師を養成するための寄附講座の設置

　事業の区分：４．医療従事者の確保に関する事業

【NO.29】医院継承バンク事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 0千円

＜当初目標値＞

　医院継承バンクにおける

　・継承希望者の登録件数：8件(R1年度末) → 5件以上(R3年度末)

　・開業希望者の登録件数：7件(R1年度末) → 5件以上(R3年度末)

＜達　成　値＞

　継承希望者の登録件数：12件、開業希望者の登録件数：10件（成約件数 0件）
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

休日・夜間の当直を行う勤務医に救急勤務医手当を支給する医療機関に対して、そ

の手当の一部を助成することにより、救急勤務医の確保を図る。

＜当初目標値＞

　救急勤務医手当を支給する医療機関数：27機関(R2)→ 28機関(R3)

＜達　成　値＞

　救急勤務医手当を支給する医療機関数：26機関(R3)

　次の事業を、公益社団法人岡山県医師会に委託して行う。

（１）相談員(コーディネーター)を1名以上配置し、復職等に関わる相談窓口事業

　　(職業紹介事業「女性医師バンク」を含む。)を行う。

（２）女性医師の復職支援のため、保育に関する社会資源情報の収集を行い、

　　データベース管理を行う。

（３）女性医師のキャリアアップ研修への参加を支援する。

（４）病院管理者等に対する普及啓発活動を行う。

（５）地域ごとにきめ細かく女性医師の復職等に関する支援を行う。

（６）その他女性医師の復職支援及び離職防止に有効な事業を実施する。

＜当初目標値＞

　女性医師バンク登録件数：10件以上

　復職等に係る相談件数：10件以上

　女性医師のキャリアアップ研修への参加者数：30人以上

　病院管理者等に対する普及啓発活動実施回数：2回以上

＜達　成　値＞

　女性医師バンク登録件数：38件(求職5件、求人33件)

　復職等に係る相談件数：2件

　女性医師のキャリアアップ研修への参加者数：32人

　病院管理者等に対する普及啓発活動実施回数：2回

【NO.32】救急勤務医支援事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 13,913千円

二次救急医療機関 県全体

＜当初目標値＞

　岡山県医師会の女性会員数：470人(R2)→ 480人(R4)

＜達　成　値＞

　上記指標について、現時点でR4数値は未公表であるため観察できない。

＜当初目標値＞

　二次救急医療機関数の維持：99医療機関(R2)→ 99医療機関(R3)

＜達　成　値＞

　二次救急医療機関数の維持：99医療機関(R3)

【NO.31】女性医師復職支援事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 2,027千円

県 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

災害時の救急医療活動を行う医療従事者の確保・養成を行うため、下記の事業を実

施する。

（１）大規模災害や事故の発生時に被災地等に急行し、救急医療等を行うための

　　訓練を受けた災害派遣医療チーム(ＤＭＡＴ)の養成研修を基幹災害拠点病院

　　である岡山赤十字病院に委託をして実施する。

（２）災害時に、県庁及び保健所に設置する災害保健医療調整本部等が、

　　DMAT、DPAT、DHEAT、災害拠点病院、医師会など関係機関と連携できる

　　ことを目的とした研修会、その他DMAT隊員の技能向上を目指した研修等を

　　実施する。

（３）災害現場での職種を超えた連携強化を図るため、医療機関や消防等を対象

　　とした「多数傷病者への医療対応標準化トレーニングコース」Mass

　　Casualty Life Support (MCLS)を行う。

＜当初目標値＞

各種研修の開催回数・参加人数

　災害派遣医療チーム（ローカルＤＭＡＴ）養成研修：1回 18名程度

　災害対応研修：2回 30名程度×2回

　「多数傷病者への医療対応標準化トレーニングコース」： 2回 30名程度×2回

　その他同様の研修 1回以上：1回当たり20名

＜達　成　値＞

　災害派遣医療チーム（ローカルＤＭＡＴ）養成研修：2回 38名

＜当初目標値＞

　ＤＭＡＴ隊員数の増加：281人(R2)→ 300人(R3)

＜達　成　値＞

　ＤＭＡＴ隊員数：298名

【NO.33】災害時医療従事者養成確保事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 1,747千円

県 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

分娩を取り扱う産科･産婦人科医及び助産師に対して、処遇改善を目的に、分娩取

扱件数に応じて分娩手当を支給する。また、臨床研修終了後、指導医の下で研修カリ

キュラムに基づき産科・産婦人科の研修を受けている者に対して、処遇改善を目的に

研修医手当を支給する医療機関へ補助を行うことにより、産科医療を担う医師の確保

を図る。

＜当初目標値＞

　手当支給者数：6,666件(R1)→ 6,700件(R3）

　分娩手当支給施設：23施設(R2)→ 24施設(R3）

　産科研修医手当支給施設：2施設(R2)→ 2施設(R3）

＜達　成　値＞

　手当支給者数：6,606件(R3）

　分娩手当支給施設数：24施設(R3）

　産科研修医手当支給施設：2施設(R3）

＜当初目標値＞

　産科・産婦人科・婦人科医師数

　：産科医16人(H30)、産婦人科医167人(H30)、婦人科36人(H30)

　　→産科医17人(R3）、産婦人科医170人(R3）、婦人科医37人(R3）

　分娩を取り扱う医師数：144.2人(R2)→145.0人(R3)

＜達　成　値＞

上記2指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の代

替指標を掲載する。

　【代替指標】

　産科・産婦人科・婦人科医師数

　：産科医24人、産婦人科医150人、婦人科46人(R2)

　手当支給施設の産科・産婦人科医師数：159人(R3)

【NO.34】産科医等育成・確保支援事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 22,611千円

医療機関 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

二次医療圏内の休日･夜間の小児の二次救急医療に対応するため、小児科医等を確

保した医療機関に補助する市町村に対して、その経費の一部の補助を行う。

＜当初目標値＞

　夜間･休日における小児救急担当医確保日数

　　：夜間365日･休日72日(R2)→ 夜間365日･休日72日(R3)

＜達　成　値＞

　夜間・休日における小児救急担当医確保日数：夜間365日･休日72日(R3)

二次医療圏域単位での小児救急医療の確保が困難な地域において、広域を対象に小

児救急医療拠点となる医療機関に対し、医師、看護師等の医療従事者の配置に必要な

経費を補助する。

＜当初目標値＞

　夜間･休日における小児救急担当医確保日数

　：夜間365日･休日72日(R2)→ 夜間365日･休日72日(R3)

＜達　成　値＞

　夜間･休日における小児救急担当医確保日数

　：夜間365日･休日72日(R3)

【NO.36】小児救急医療支援事業

＜当初目標値＞

　小児救急患者の受入数

　全体の受入件数に対する一次救急からの転送者が占める割合の増加

　：5.9％(R2)→ 6.0％(R3)

＜達　成　値＞

　全体の受入件数に対する一次救急からの転送者が占める割合の増加

　：6.1％(R3)

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 6,775千円

県南西部圏域代表市(倉敷市) 県南西部圏域

＜当初目標値＞

全患者の受け入れ割合に占める、他の医療圏の小児救急患者の受け入れ割合の現状

維持：12.3％(R2)→ 13.0%(R3)

＜達　成　値＞

　全患者の受け入れ割合に占める、他の医療圏の小児救急患者の受け入れ割合

　：14.9％(R3)

【NO.35】小児救急医療拠点病院運営事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 26,763千円

医療機関
津山・英田区域、

真庭区域
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

及び目標

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

各医療機関が勤務環境改善に向けた取組を開始し、ＰＤＣＡサイクルを活用して効

果的に進められるよう、医療勤務環境改善支援センターを設置し、経営、労務管理の

両面から医療機関を支援する体制を確保する。

また、2024年に医師の時間外労働の上限規制が適用されることを踏まえ、医師労働

時間短縮計画の策定など医療機関が措置することとされた取組に対して支援を行う。

＜当初目標値＞

　医療機関からの経営、労務管理等に係る相談件数：16件(H26)→ 32件(R3)

＜達　成　値＞

　医療機関からの経営、労務管理等に係る相談件数：89 件(R3)

平日の19時から翌朝8時、土日祝･年末年始の18時から翌朝8時までの間、急に子ど

もが体調を崩した際のその保護者等からの電話相談に対して、医療機関受診の要否や

対処法について看護師等が助言を行う電話相談事業を実施する。

＜当初目標値＞　小児救急電話相談の件数：9,977件(R2)→ 17,500件(R3)

＜達　成　値＞　小児救急電話相談の件数：10,457件(R3)

【NO.38】医療勤務環境改善支援センター事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 4,728千円

県 県全体

＜当初目標値＞

　電話相談を利用した保護者等が理解納得した割合：98.7％(R2)→ 99.0％(R3)

＜達　成　値＞

　電話相談を利用した保護者等が理解納得した割合：98.9％(R3)

＜当初目標値＞

　看護職員の新規採用者の１年未満の離職率：7.3％(R4)

＜達　成　値＞

上記指標について、現時点でR4数値は未公表で観察できていないため、下記の代替

指標を掲載する。

 【代替指標】R2（最新値）：9.9％

【NO.37】小児救急医療電話相談事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 11,227千円

県 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

及び目標

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

看護師等養成所の運営に必要な経費（教職員の人件費、教材費、実習施設謝金等）

に対し補助を行う。

<当初目標値＞

　看護師等養成所の学生定員数の維持：補助15施設、定員数 2,816人(R2)

＜達　成　値＞

　看護師等養成所の学生定員数の維持：補助15施設、定員数 2,796人(R3)

＜当初目標値＞

　看護師等養成所卒業者の県内施設就業率：61.8%(R1)→ 65.0%(R3)

＜達　成　値＞

　上記指標について、現時点でR3数値は未公表であるため観察できていない。

新人看護職員の臨床研修等が、国･病院の開設者･看護職員の努力義務として規定さ

れたことに伴い、次の研修事業を行う病院に対して補助を行う。

（１）新人看護職員研修事業

　　・新人看護職員に対して新人看護職員研修ガイドラインに基づいた研修を実

　　施する事業

（２）医療機関受入研修事業

　　・他の医療機関の新人看護職員を受け入れ、新人看護職員研修ガイドライン

　　に基づいた研修を実施する事業

＜当初目標値＞　新人看護職員研修参加者数：807人(R2)→820人(R3)

＜達　成　値＞　新人看護職員研修参加者数：842人(R3)

【NO.40】看護師等養成所運営事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 244,463千円

看護師等養成所（公的立を除く） 県全体

＜当初目標値＞

　新人看護職員の採用後１年以内の離職率

　：7.6％(R1)→ 7.0%(R3)＜保健医療計画R5末分と同値＞

＜達　成　値＞

上記指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の代替

指標を掲載する。

 【代替指標】R2（最新値）：9.9％

【NO.39】新人看護職員研修事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 17,847千円

新人看護職員研修事業を実施する病院 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し、効果的な指導

ができるよう必要な知識・技術を習得させる講習会を実施する。

（１）実習指導者講習会（講義及び演習を含め、約3ヶ月(203時間)）を実施する。

（２）特定分野実習指導者講習会（講義及び演習を含め、43時間）を実施する。

＜当初目標値＞　受講者数（実習指導者講習会、特定分野実習指導者講習会）

　　　　　　　　：50名、30名

＜達　成　値＞　受講者数（実習指導者講習会、特定分野実習指導者講習会）

　　　　　　　　：40名、19名

＜当初目標値＞

県内養成所の実習施設（①病院、②訪問看護ステーション、③介護老人保健施設）

における、実習指導者講習会修了者不在の割合低下

　：①6.6％(R2)→ 0%(R3)、②50.7％(R2)→ 37.3%(R3)、③60％(R2)→ 50%(R3)

＜達　成　値＞

　：①3.5%(R3)、②44.4％(R3)、③42.1%(R3)

病院従事職員のために設置された院内保育施設の運営に要する保育士等人件費に対

して補助を行う。病児保育や児童保育、通常業務時間の延長保育や休日保育、24時間

保育を行う場合は補助額加算を行う。病児保育及び延長保育の加算補助額は公的立・

公立病院も補助対象とする。

＜当初目標値＞

　補助対象施設数の維持：30施設程度

＜達　成　値＞

　補助対象施設数：25施設(R3)

【NO.42】保健師助産師看護師実習指導者講習会事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 3,039千円

県 県全体

【NO.41】院内保育運営事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 57,399千円

院内保育所を運営している病院等

の開設者(公的立・公立を除く)
県全体

＜当初目標値＞

　常勤看護職員の離職率：9.8％(R1) ※→ 8.8％(R3)

　※（公社）日本看護協会の2019年病院看護実態調査による

＜達　成　値＞

　上記指標について、現時点でR3数値は未公表であるため観察できていない。
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

看護教育の内容及び、教育方法の向上に関する研修や看護教員の成長段階（新任

期、中堅期、ベテラン期）に応じた研修を実施する。

＜当初目標値＞　研修受講者数：3日延べ 41人(R2)→ 3日延べ 90人(R3)

＜達　成　値＞　研修受講者数：3日延べ 203人(R3)

＜当初目標値＞

　常勤看護職員の離職率：10.5%(H30) ※→ 10.4%(R3)

　※平成３０年度岡山県病院看護職員調査報告書による

＜達　成　値＞

　上記指標について、現時点でR3数値は未公表であるため観察できていない。

平成26年度にスタートしたナースセンター機能強化事業を継続し、ナースセンター

の業務･役割の周知徹底を図るとともに、再就業に向けた相談業務とより実践的な再

就業準備研修等の支援業務を拡充し、県下全域に出張、出前形式で実施する。また、

再就業者に対する就職先訪問やフォローアップ研修を行い、定着率のアップを目指

す。

＜当初目標値＞

　出張就業相談利用者数：13人(R1)→ 30人(R3)

　看護技術講習会受講者数：9人(R1)→ 20人(R3)

　就業相談員研修受講者数：5人(R1)→ 4人(R3)

＜達　成　値＞

　出張就業相談利用者数：10人(R3)  ※うち４人オンライン参加

　看護技術講習会受講者数： 0人(R3) ※ 新型コロナウイルス感染症の影響で中止

　就業相談員研修受講者数：4人(R3)

【NO.44】看護教員継続研修事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 732千円

県 県全体

【NO.43】ナースセンター機能強化事

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 5,356千円

県 県全体

＜当初目標値＞

　看護職員の従事者数(常勤換算)の増加：27,215人(H30)→ 25,942.5人(R7)

　求職登録者の就業者数の増加：302人(R1)→ 435人(R3)

　再就業6ヶ月後定着率の増加：90.3%(R1)→ 95%(R3)

＜達　成　値＞

　看護職員の従事者数(常勤換算)：30,013人(R2)

　　　　　　　　　　　　　　　　※２年おきの調査のためR3は未公表。

　求職登録者の就業者数：364人(R3)

　再就業6ヶ月後定着率：現時点では未公表のため観察できていない。
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

　離職者への届出制度の周知を徹底し、技術講習会等により復職を支援する。

（１）チラシや離職時登録票の活用により、医療機関における離職者への制度周

　　知を促進する。

（２）地域での人材確保に関わる看護管理職を対象として地域医療圏域毎の看護

　　職確保に係る検討会等の開催を促し、助成金等の支援を行う。

（３）医療機関が行う未就業者を対象とした看護技術講習会の開催支援や未就業

　　者への周知を行う。

＜当初目標値＞　看護職員離職時の届出率：44.6%(R2)→50%(R3)

＜達　成　値＞　看護職員離職時の届出率：集計中

＜当初目標値＞　求職登録者の就業者数：302人(R1)→ 435人(R3)

＜達　成　値＞　求職登録者の就業者数：364人(R3)

　看護需要に対応するよう安定的な人材育成を進めるため次の事業を実施する。

（１）中高校生及び保護者を対象に、看護職への進路ガイダンスを実施する。

（２）県内医療機関等の情報を掲載した看護職就職ガイドブックを作成し、県

　　内･近県の看護学生を対象に配付する。

（３）中学校･高校へ出向き、看護職の魅力･役割をPRする出前講座を実施する。

＜当初目標値＞

　看護進路ガイダンス参加者数：500人(R3)

　看護の出前講座実施回数：50回(R3)

＜達　成　値＞

　看護進路ガイダンス参加者数：170人(R3)

　看護の出前講座実施回数：47回(R3)

【NO.46】看護職員離職者届出制度強化事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 1,506千円

県 県全体

＜当初目標値＞

　県内の看護師等学校養成所における入学者定員充足の維持

　：94.0%(R2入学生)→ 100%(R3入学生)

　県内看護師等学校養成所卒業者の看護職としての県内就業率の上昇

　：63.1%(R1卒業生)→ 70.0%(R3卒業生)

＜達　成　値＞

　県内の看護師等学校養成所における入学者定員充足の維持

　：93.8%(R3入学生)

　県内看護師等学校養成所卒業者の看護職としての県内就業率の上昇

　：上記指標について、現時点でR3数値は未公表であるため観察できていない。

【NO.45】看護進路・就職ガイド事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 8,127千円

県 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

【NO.47】看護師等研修責任者等研修事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 3,318千円

県 県全体

安全な医療の確保や看護の質の向上、早期離職防止の観点から、新人看護職員に対

する臨床研修が実施できる体制づくりを支援する。

また、多様な勤務形態の導入により就労の継続や、再就業支援体制が強化できるよ

う、医療機関管理者等を対象とした研修を実施する。

（１）研修責任者研修事業、教育担当者・実地指導者研修事業を行い、新人看護

　　職員研修の実施に必要な人材育成を進め、新人看護職員研修ガイドラインに

　　基づいた研修体制を整える。

（２）新人助産師合同研修事業を行い、病院等で行う研修を補完するとともに新

　　人助産師が基本的な臨床実践能力の修得を目指す。

（３）就労環境改善研修事業を行い、労務管理の基本とハラスメント対策を習得

　　し、健康で安全に働き続けられるための職場づくりを目指す。

＜当初目標値＞

　各研修会参加者数

　    R2：① 研修責任者研修 64人(4日)､　② 教育担当者研修 179人(4日)､

　   　　  ③ 実地指導者研修 190人(4日）、④ 就労環境改善研修 95人(3日)

　　R3：①150人、②250人、③250人、④150人

　病院における「新人看護職員研修ガイドライン」に基づく研修実施率

　　：87.8%(H30)→ 95%(R3)

＜達　成　値＞

　各研修会参加者数 R3：① 86人、② 199人、③270人、 ④ 188人

　病院における「新人看護職員研修ガイドライン」に基づく研修実施率

　：上記指標について、現時点でR3数値は未公表であるため観察できていない。

＜当初目標値＞

　看護職員の新規採用者の1年未満の離職率：8.1％(H30) ※→ 7.8％(R3)

　常勤看護職員の離職率：10.5％(H30) ※→ 10.4％(R3)

　※平成３０年度岡山県病院看護職員調査報告書による

＜達　成　値＞

　上記指標について、現時点でR3数値は未公表であるため観察できていない。
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

【NO.49】看護職員出向・交流研修事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 1,681千円

＜当初目標値＞

　認定看護師数(地域包括ケアに関する分野※)： 264人(R2)→ 290人(R3)

＜達　成　値＞

　認定看護師数(地域包括ケアに関する分野※)：262人(R3)

公益社団法人岡山県看護協会が実施する地域包括ケア関係認定看護師養成促進事業

に必要な経費の一部を補助する。

※対象とする認定看護師の種別（地域包括ケアに関する分野※）

「緩和ケア」、「がん化学療法看護」、「がん性疼痛看護」、「乳がん看護」、「が

ん放射線療法看護」、「訪問看護」、「皮膚・排泄ケア」、「糖尿病看護」、「透析

看護」、「摂食・嚥下障害看護」、「認知症看護」、「脳卒中リハビリテーション看

護」、「慢性呼吸器疾患看護」、「慢性心不全看護」、「感染管理」

＜当初目標値＞

　事業を利用し、認定看護師養成を実施した機関数：1機関(R1)→3機関(R3)

＜達　成　値＞

　事業を利用し、認定看護師養成を実施した機関数：1機関(R3)

県 県全体

各医療機関、訪問看護ステーション等から看護職員の出向・交流の希望を集約し、

コーディネーターがマッチング、施設間の契約等の支援を行い、出向等による研修を

実施、評価する。

＜当初目標値＞　出向･人事交流研修参加機関：10人(R3)

＜達　成　値＞　出向･人事交流研修参加機関：9人(R3)

＜当初目標値＞

　看護職員の就業者数の増加：29,590人(H30)→ 29,763人(R7)

＜達　成　値＞

上記指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の代替

指標を掲載する。

 【代替指標】看護職員の就業者数：30,013人(R2)

【NO.48】地域包括ケア関係認定看護師養成促進事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 260千円

県看護協会 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

【NO.50】女性医師キャリアセンター運営事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 12,489 千円

県 県全体

　岡山大学に「女性医師キャリアセンター」を設置し、次の事業を行う。

（１）相談事業

　　・センター内にコーディネーターを配置し、キャリア支援の相談、復職研修

　　の受付、医療機関との調整、再就業医療機関の情報収集・提供等を行う。

（２）研修事業

　　・復職希望の女性医師等の研修プログラムを作成し、研修受入を可能とする

　　医療機関において指導医の下で研修を行う。

＜当初目標値＞　相談対応件数：100件以上、研修参加者数： 100人以上

＜達　成　値＞　相談対応件数：142件、研修参加者数：145人

＜当初目標値＞

　岡山県医師会の女性会員数：470人(R2)→ 480人(R4)

＜達　成　値＞

　上記指標について、現時点でR4数値は未公表であるため観察できない。
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

【NO.51】地域医療支援センター運営事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 28,566千円

＜当初目標値＞

　高梁・新見圏域の医師数：86人(H28)→ 93人(R5)

　真庭圏域の医師数　　　：78人(H28)→ 78人(R5)

＜達　成　値＞

　高梁・新見圏域の医師数：80人(R3)

　真庭圏域の医師数　　　：85人(R3)

県 県全体

地域医療支援センターの本部を県庁内に、支部を岡山大学内に設置し、次の事業を

行う。

（１）地域医療を担う医師の育成

　　・地域枠学生･自治医科大学生合同セミナー等

（２）地域枠卒業医師の医療機関への配置調整

　　・地域枠卒業医師の配置希望調査（病院）、病院の総合評価等

（３）地域枠卒業医師のキャリア形成支援

　　・「地域医療を担う医師を地域で育てる」をテーマにしたワークショップ等

（４）地域枠卒業医師の着任環境の整備に関する助言等

　　・地域の医療機関の訪問等

（５）関係機関との連携・協力、情報発信

（６）ドクターバンク

＜当初目標値＞

　医師派遣･あっせん数：41人

　キャリア形成プログラムの作成数：２プログラム

　地域枠卒業医師数に対するキャリア形成プログラム参加医師数の割合：100％

＜達　成　値＞

　医師派遣･あっせん数：40人

　キャリア形成プログラムの作成数：２プログラム

　地域枠卒業医師数に対するキャリア形成プログラム参加医師数の割合：100％
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

岡山大学に地域医療人材育成講座を設置し、同講座では次の教育研究に積極的に取

り組む。

（１）地域医療を担う総合的な診療能力を有する医師の育成

（２）県内の医師確保と地域医療の充実に関する教育研究

（３）地域での医療に関する教育研究や診療への支援

（４）その他、目的を達成するために必要な教育研究

県 県全体

【NO.52】医学部地域枠医師養成拡充事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 36,000千円

＜当初目標値＞　地域医療教育を受ける地域枠学生数：29人

＜達　成　値＞

地域枠学生29人に対して、岡山大学地域医療人材育成講座により地域医療教育を実

施した。

　令和３年度は、次の地域枠学生15人に奨学資金(月額20万円)を貸与する。

　<岡山大学：7 人>   ３年生２人、４年生３人、５･６年生各１人

　<広島大学：8 人>   ２年生１人、３年生４人、５年生１人、６年生２人

＜当初目標値＞　奨学資金の貸与者数：15人

＜達　成　値＞　奨学資金の貸与者数：15人

【NO.53】岡山大学地域医療人材育成講座事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 26,763千円

岡山大学 県全体

＜当初目標値＞

　高梁・新見圏域の医師数：86人(H28)→ 94人(R5)

　真庭圏域の医師数　　　：78人(H28)→ 78人(R5)

＜達　成　値＞

　高梁・新見圏域の医師数：80人(R3)

　真庭圏域の医師数　　　：85人(R3)

＜当初目標値＞

　高梁・新見圏域の医師数：86人(H28)→ 93人(R5)

　真庭圏域の医師数　　　：78人(H28)→ 78人(R5)

＜達　成　値＞

　高梁・新見圏域の医師数：80人(R3)

　真庭圏域の医師数　　　：85人(R3)
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

がん検診の知識・技術等の習得・向上を図るために、がん検診の医療従事者向けの

研修会を開催する。

＜当初目標値＞研修会開催日数：9回(R3)、研修を受講した人数：900人(R3)

＜達　成　値＞研修会開催日数：10回(R3)、研修を受講した人数：600人(R3)

地域の小児科救急医療体制を補強するため、小児科や他科を専門とする地域の医師

に対し、小児救急医療に関する研修会を実施する。

＜当初目標値＞　研修会参加者数の増加：427人(R1)→ 430人(R3)

　　　　　　　　研修会開催回数：7回(R1)→ 7回(R3)

＜達　成　値＞　研修会参加者数：315人(R3)

　　　　　　　　研修会開催回数：4回(R3)

【NO.55】がん検診等医療従事者研修事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 1,942千円

県 県全体

＜当初目標値＞　小児科（診療科複数回答）医師数（年少人口10万人対）

　　　　　　　　：227.5(H30) → 230(R3)

＜達　成　値＞

上記指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の代替

指標を掲載する。

 【代替指標】

　小児科（診療科複数回答）医師数（年少人口10万人対）の維持：244.6(R2)

＜当初目標値＞

　県の基準を満たす精密検診機関数

　乳がん：19施設(R2)→ 20施設(R3)、肺がん：39施設(R2)→ 40施設(R3)

＜達　成　値＞

　乳がん：21施設(R3)、肺がん：39施設(R3)

【NO.54】地域の医師等との協働による救急医療等の対応向上事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 788千円

県 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

＜当初目標値＞　看護師特定行為研修修了者：50人(R2)→ 60人(R3)

＜達　成　値＞　看護師特定行為研修修了者：R3.12月末研修修了者：81人

4,007千円

（１）制度普及事業

　　・病院管理者等を対象とした、制度普及及び指定研修機関申請促進のための

　　説明会の開催

（２）研修終了者フォローアップ

　　・県内研修終了者の情報交換会・交流会の開催

＜当初目標値＞　説明会開催回数：1回、研修会受講者：50名

＜達　成　値＞　説明会開催回数：1回、研修会受講者：34名

【NO.57】看護師特定行為研修修了者養成促進事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 577千円

県 県全体

結核診療連携拠点病院内に結核医療相談・技術支援センターを設置し、地域の医療

機関等に対し、きめ細かく相談及び支援を行うことで、地域の医療水準の向上を図る

と共に、県内医療機関を対象にした研修等の開催により相談・支援事例や最新情報を

還元し、結核診療に対応できる医療機関の体制整備と医療従事者の確保を図る。

＜当初目標値＞　結核医療相談･技術支援センター事業相談件数：180件(R3)

＜達　成　値＞　結核医療相談･技術支援センター事業相談件数：239件(R3)

＜当初目標値＞

　結核罹患率(人口10 万人対)：8.1(R2)→ 10 以下(R3)

　結核の診断の遅れの割合：11.4％(R2)→ 10％以下(R3)

　全結核患者及び潜在性結核感染症の者に対するDOTS 実施率

　：92.5％(R2)→ 95％以上(R3)

　潜在性結核感染症の治療を開始した者のうち治療を完了した者の割合

　：92.0％(R2)→ 95％以上(R3)

＜達　成　値＞

　上記指標について、現時点でR3数値は未公表であるため観察できていない。

【NO.56】結核医療相談・技術支援センター事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了

県 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

事業名

事業期間 基金
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事業の効果

(アウトカム指標)

【NO.59】パンデミック等に備えた医療スタッフ確保・登録事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 46千円

＜当初目標値＞

　岡山県内の歯科技工士数：576(H30) → 580(R3)

＜達　成　値＞

上記指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の代替

指標を掲載する。

 【代替指標】岡山県内の歯科技工士数：589人(R2)

歯科技工士の人材育成を図ることを目的とし、安心・安全な歯科補綴物を提供するこ

と等次の講習会を開催する。

（１）歯科補綴物等の作成等及び品質管理指針

（２）設備構造基準と管理者講習

（３）感染予防講習

＜当初目標値＞　受講者数：22名(R2)→ 30名(R3)

＜達　成　値＞　受講者数：30名(R3)

＜当初目標値＞

　パンデミック発生時における予備役としての医療スタッフ登録人数

　：0人(新規)→ 10人(R3)

＜達　成　値＞

　パンデミック発生時における予備役としての医療スタッフ登録人数

　：0人(R3)

県 県全体

　次の事業を、公益社団法人岡山県医師会に委託して行う。

　・予備役としての医療スタッフの募集

　・登録制度開発・運用

　・説明会等の開催

　・医療スタッフの派遣調整

＜当初目標値＞　説明会等の開催回数及び参加人数：１回・２０人

＜達　成　値＞　説明会等の開催回数及び参加人数：協議会１回・６人

【NO.58】歯科技工士資質向上事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 120千円

県 県全体
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

＜当初目標値＞

　①小児科医師偏在指数(人口10万人対)：118.8(H29)→ 120(R3)

　②小児救急医療整備済医療圏の維持：80%(R2)→ 80%(R3)

＜達　成　値＞

　①小児科医師偏在指数(人口10万人対)

上記指標について、現時点でR3数値は未公表で観察できていないため、下記の代替

指標を掲載する。

【代替指数】小児科医師が偏在する真庭圏域の医師数　R2：2名（H30：1名）

　②小児救急医療整備済み医療圏の維持：80％(R3)

【NO.60】小児医療対策推進事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 172千円

県 県全体

小児救急を含む小児医療体制に係る分析、保健医療計画に係る進捗状況の把握等、

小児医療に係る今後の課題について協議検討する組織として、岡山県小児医療対策協

議会を設置し、継続的な小児医療体制の整備を図る。

＜当初目標値＞　岡山県小児医療対策協議会開催回数：0回(R2)→ 1回(R3)

＜達　成　値＞　岡山県小児医療対策協議会開催回数：1回(R3)
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事業名

事業期間 基金

実施主体 対象区域

事業内容

事業の達成状況

(アウトプット指標)

事業の効果

(アウトカム指標)

地域医療において特別な役割があり、かつ過酷な勤務環境となっていると県が認め

る医療機関が実施する医師の労働時間短縮に向けた総合的な取組に対し、事業費を補

助する。

＜当初目標値＞

　医療機関からの経営、労務管理等に係る相談・助言件数：32件（R3）

　補助施設数：５病院（R3）

＜達　成　値＞

　医療機関からの経営、労務管理等に係る相談・助言件数：89件（R3）

　補助施設数：４病院（R3）

＜当初目標値＞

　客観的な労働時間管理方法を導入している病院数の増加

　48施設（R1）→80施設（R5）

＜達　成　値＞

　客観的な労働時間管理方法を導入している病院数：68施設（R3）

　事業の区分：６．勤務医の労働時間短縮に向けた体制の整備に関する事業

【NO.61】地域医療勤務環境体制整備事業

令和3年4月1日～令和4年3月31日/終了 66,487千円

医療機関 県全体
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付属資料１

1
地域医療ネットワーク基盤整備
事業

①-１ H26 県全体 県 2,000 1,333 667 2,000 0

2
病床機能分化・連携促進のた
めの基盤整備事業

①-１ H27 県全体
県、医療機
関

281,250 93,750 46,875 140,625 140,625

3
晴れやかネット拡張機能（ケア
キャビネット）整備拡充事業

①-１ H30 県全体
県、医療機
関等

10,969 7,313 3,656 10,969 0

4 医療介護連携体制整備事業 ①-１ R3 県全体 県医師会 22,000 14,667 7,333 22,000 0

5
医療介護多職種連携体制整備
事業

①-１ R3 県全体 県 3,246 2,164 1,082 3,246 0

6
地域医療構想調整会議活性化
事業

①-１ R3 県全体 県 24 16 8 24 0

7
井笠地区医療機関と高度急性
期病院との連携強化及び機能
分化の支援事業

①-１ R3 県南西部区域
井原市立
井原市民病
院

0 0 0 0 0

8
地域連携・多職種協働周術期
管理モデル普及事業

①-１ R3 県全体 県 13,762 9,175 4,587 13,762 0

9
周術期緊急搬送補助システム
"iPicss"による妊産婦連携の
ICT拡大化事業

①-１ R3 県全体 岡山大学 5,467 3,645 1,822 5,467 0

10
訪問看護ICT連携基盤整備事
業

①-１ R3 県全体 県 589 393 196 589 0

11 単独支援給付金支給事業 ①-２ R3

県南東部保健医
療圏
真庭保健医療圏
津山・英田保健
医療圏

岡山県内の
医療機関

62,244 41,496 20,748 62,244 0

12 かかりつけ医認定事業 ② R3 県全体 県医師会 1,718 1,145 573 1,718 0

13
在宅歯科往診普及センターの
運営に係る事業

② R3 県全体 県 2,007 1,338 669 2,007 0

14 在宅歯科医療連携室整備事業 ② R3 県全体 県 2,000 1,333 667 2,000 0

15
在宅療養者に対する歯科医療
推進事業

② R3 県全体 県 2,372 1,581 791 2,372 0

16
早期退院・地域定着のための
連携強化事業

② R3 県全体 精神科病院 0 0 0 0 0

17 在宅医療提供体制推進事業 ② R3 県全体 県 163 109 54 163 0

18 小児等在宅医療連携拠点事業 ② R3 県全体 県 8,728 5,819 2,909 8,728 0

19
死因究明等推進に資する在宅
死等への対処能力の習得事業

② R3 県全体 県 1,094 729 365 1,094 0

20 地域医療連携体制推進事業 ② R3 県全体 県 1,744 1,163 581 1,744 0

21
糖尿病等の生活習慣病に係る
医療連携体制の推進に関する
事業

② R3 県全体 県 22,500 15,000 7,500 22,500 0

総事業費

基金

その他
国 都道府県 計

事業の
区分
（注１）

令和３年度実施事業（H26～R3年度計画）一覧表

事業名 計画年度 区域名
事業の
実施主体

金額（千円）
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付属資料１

総事業費

基金

その他
国 都道府県 計

事業の
区分
（注１）

事業名 計画年度 区域名
事業の
実施主体

金額（千円）

22
在宅歯科医療等に従事する歯
科医療従事者研修事業

② R3 県全体 県 2,048 1,365 683 2,048 0

23

死生学やアドバンスケアプランニング
を取り入れた要介護高齢者の尊厳を
最期まで守る多種職連携口腔栄養関
連サービスの推進

② R3 県全体 県 2,335 1,557 778 2,335 0

24 小児訪問看護拡充事業 ② R3 県全体 県 1,015 677 338 1,015 0

25
訪問看護総合支援センター事
業

② R3 県全体 県看護協会 1,427 951 476 1,427 0

26
薬剤の適正な服用に向けた支
援体制整備事業

② R3 県全体 県 1,007 671 336 1,007 0

27
多剤･重複投与対策に向けた住
民啓発事業

② R3 県全体 県 491 327 164 491 0

28
オンライン診療による中山間・
島しょ部などの医療過疎地域に
おける医療確保事業

② R3 県全体 県 970 647 323 970 0

29 医院継承バンク事業 ④ R3 県全体 県医師会 0 0 0 0 0

30
救急総合診療医師を養成する
ための寄附講座の設置

④ R3 県全体
川崎医科大
学

26,763 17,842 8,921 26,763 0

31 女性医師復職支援事業 ④ R3 県全体 県 2,027 1,351 676 2,027 0

32 救急勤務医支援事業 ④ R3 県全体
二次救急医
療機関

41,739 9,275 4,638 13,913 27,826

33
災害時医療従事者養成確保事
業

④ R3 県全体 県 1,747 1,165 582 1,747

34 産科医等育成・確保支援事業 ④ R3 県全体 医療機関 67,833 15,074 7,537 22,611 45,222

35
小児救急医療拠点病院運営事
業

④ R3
津山・英田区
域、真庭区域、
高橋・新見区域

医療機関 26,763 17,842 8,921 26,763 0

36 小児救急医療支援事業 ④ R3 県南西部圏域
県南西部圏
域代表市（倉
敷市）

10,163 4,517 2,258 6,775 3,388

37 小児救急医療電話相談事業 ④ R3 県全体 県 11,227 7,485 3,742 11,227 0

38
医療勤務環境改善支援セン
ター事業

④ R3 県全体 県 4,728 3,152 1,576 4,728 0

39 新人看護職員研修事業 ④ R3 県全体
新人看護職員
研修事業を実
施する病院

35,694 11,898 5,949 17,847 17,847

40 看護師等養成所運営事業 ④ R3 県全体
看護師等養
成所

244,463 162,975 81,488 244,463 0

41 院内保育運営事業 ④ R3 県全体
病院等の開
設者

97,628 38,266 19,133 57,399 40,229

42
保健師助産師看護師実習指導
者講習会事業

④ R3 県全体 県 3,039 2,026 1,013 3,039 0

43 ナースセンター機能強化事業 ④ R3 県全体 県 5,356 3,571 1,785 5,356 0

44 看護教員継続研修事業 ④ R3 県全体 県 732 488 244 732 0
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45 看護進路・就職ガイド事業 ④ R3 県全体 県 8,127 5,418 2,709 8,127 0

46
看護職員離職者届出制度強化
事業

④ R3 県全体 県 1,506 1,004 502 1,506 0

47
看護師等研修責任者等研修事
業

④ R3 県全体 県 3,318 2,212 1,106 3,318 0

48
地域包括ケア関係認定看護師
養成促進事業

④ R3 県全体 県看護協会 260 173 87 260 0

49 看護職員出向・交流研修事業 ④ R3 県全体 県 1,681 1,121 560 1,681 0

50
女性医師キャリアセンター運営
事業

④ R3 県全体 県 12,489 8,326 4,163 12,489 0

51
地域医療支援センター運営事
業

④ R3 県全体 県 28,566 19,044 9,522 28,566 0

52
医学部地域枠医師養成拡充事
業

④ R3 県全体 県 36,000 24,000 12,000 36,000 0

53
岡山大学地域医療人材育成講
座事業

④ R3 県全体 岡山大学 26,763 17,842 8,921 26,763 0

54
地域の医師等との協働による
救急医療等の対応向上事業

④ R3 県全体 県 788 525 263 788 0

55
がん検診等医療従事者研修事
業

④ R3 県全体 県 1,942 1,295 647 1,942 0

56
結核医療相談・技術支援セン
ター事業

④ R3 県全体 県 4,007 2,671 1,336 4,007 0

57
看護師特定行為研修修了者養
成促進事業

④ R3 県全体 県 577 385 192 577 0

58 歯科技工士資質向上事業 ④ R3 県全体 県 120 80 40 120 0

59
パンデミック等に備えた医療ス
タッフ確保・登録事業

④ R3 県全体 県 120 80 40 46 0

60 小児医療対策推進事業 ④ R3 県全体 県 120 80 40 172 0

61
地域医療勤務環境体制整備事
業

⑥ R3 県全体 医療機関 66,487 44,325 22,162 66,487 0

1,225,943 633,872 316,934 950,784 275,137計
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